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エムズ・デーリィ・ラボ便り
「ベディングカルチャーで夏の乳房炎予防」

　高温多湿な夏は、牛床等で増殖した大腸菌群などの環境性乳房炎原因

菌が増殖するためには非常に適した環境であります。図１は BTM中の大腸

菌群の月別の変動を表したものですが、気温と湿度が高くなる５月以降に

急激に増加していることが認められます。

ベディングカルチャーとは、敷料中の細菌検査で乳房炎原因菌にど

のくらい汚染されているかを調べる手法です。敷料中の環境性原因菌

数は１０３CFU/ｇ以下が望ましく、１０５ＣＦＵ/ｇ以上になると危

険となり、１０６CFU/ｇでは非常に危険であります（表１）。

表２はオガクズと戻し堆肥の細菌数を示したものです。

オガクズ１は、比較的きれいなオガクズと考えられますが、オガク

ズ２では使用前なのにクレブシェラが１０４ＣＦＵ/ｇ、その他の大腸
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菌群が１０６ＣＦＵ/ｇとかなり多く検出されており、非常に危険な敷

料と考えられます。使用前の戻し堆肥では大腸菌やクレブシェラは検出

されていませんが、使用後の戻し堆肥では、大腸菌が１０５ＣＦＵ/ｇ、クレブ

シェラが１０４ＣＦＵ/ｇと増加し、環境性レンサ球菌やその他の大腸菌群数

も非常に増加し、敷料としての戻し堆肥の状態が悪化していることが認め

られ、大腸菌やクレブシェラによる重度の臨床型乳房炎が発生する原因と

なります。

敷料の消毒剤として消石灰が多く使われており、添加量は重量比と

して３～５％とされていますが、10％ぐらいまでは可能です。フリー

バーン牛舎で、１頭あたり消石灰１ kgを１日２回に分けて散布して

いる農場もあります。

敷料マネジメントで忘れがちなのが乾乳牛舎です。環境性乳房炎の

感染時期は乾乳期が非常に高いことが認められており、乾乳牛舎の敷

料状態が悪く細菌数が多くなれば、乳頭汚染により環境性乳房炎の発

生率がより高まります。敷料マネジメントにおいては、泌乳牛舎と同

様に乾乳牛舎も重要であることを認識することが重要です。

エムズ・デーリィ・ラボ
http://www.ms-dairy-lab.com


